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生物（生命）の起源についてまとめる。
・この講義の前半にやった、生命の定義に関連づける。
・化学進化説とその他の論説に分ける。
・生命の起源を考えるにあって、自分にとって最も大切な論点は何か、整理し，まとめる。


「生命科学（羊土社）」での、生物の定義←講義のスライドより
(1) リン脂質二重層からなる膜で囲まれた「細胞」という単位からできている
(2) 遺伝物質DNAによって、自己を複製する
(3) 環境からの刺激に応答する
(4) 環境からエネルギー物質アデノシン三リン酸(ATP)を合成し、そのエネルギーを用いて生活・成長する


現在、地球上の生命の起源に関しては大別すると三つの考え方が存在する。化学進化説、自然発生説、パンスペルミア説である。

化学進化説は、「無機物から有機物が蓄積され、有機物の反応によって生命が誕生した」とする仮説であり、現在の自然科学ではもっとも広く受け入れられているものである。この説の中にDNAワールド仮説、RNAワールド仮説、プロテインワールド仮説がある。
DNAワールド仮説
セントラルドグマの図式が生命誕生以来活動していたとすれば、遺伝情報を担っていることが確実で、複製機構も整っているDNAが生命誕生のスタートだろうと考える説。
RNAワールド仮説
原始環境下ではRNAがまず生まれ、その触媒作用によってDNAがつくられ、以後はDNAを持った原始生命体に進化していったと考える説。
プロテインワールド仮説
まずタンパク質からRNAに遺伝情報が伝達され、それがDNAに渡されて原始生命体が出来上がったとする説。

自然発生説とは、生物の起源を超自然現象として説明するものであり、一例を挙げると神の行為によるもの、とする説である。

パンスペルミア説とは、「宇宙空間には生命の種が広がっている」「地球上の最初の生命は宇宙からやってきた」とする仮説である。この仮説は《生命の起源》について多くの人々が無意識のうちに前提条件として地球の生命は地球で生まれたと思ってしまっていることについて注意を喚起するものである。
